
年
）、
豊
川
用
水
の
全
面
通
水
に
伴
い
大
発

展
期
に
入
る
。
イ
シ
グ
ロ
グ
ル
ー
プ
は
農

薬
メ
ー
カ
ー
と
し
て
出
発
し
た
が
、
豊
川

用
水
の
完
成
に
合
わ
せ
て
ハ
ウ
ス
施
設
を

は
じ
め
と
し
た
総
合
農
業
資
材
の
供
給
業

者
に
転
換
し
、
渥
美
半
島
の
農
業
の
発
展

と
表
裏
一
体
の
関
係
で
歩
ん
で
き
た
。

イ
シ
グ
ロ
グ
ル
ー
プ
の
農
業
資
材
部
門

の
売
上
高
は
1
5
5
億
円
に
達
す
る
。
農

業
資
材
の
リ
テ
ー
ル（
小
売
り
）と
し
て
は

全
国
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
成
長
要
因
は
人
材
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渥
美
半
島
は
、
施
設
園
芸
が
盛
ん
で
、

日
本
の
先
進
農
業
地
域
と
し
て
有
名
で
あ

る
。
半
島
南
部
を
占
め
る
田
原
市
の
農
業

産
出
額
は
7
2
4
億
円
（
2
0
0
6
年
）

で
、
市
町
村
別
全
国
第
1
位
だ
。
半
島
北

部
の
豊
橋
市
も
4
7
4
億
円
で
全
国
第
6

位
で
あ
る
。
こ
の
地
に
1
0
0
年
前
か
ら

立
地
し
、
農
業
資
材
の
供
給
を
通
し
て
地

域
農
業
の
発
展
を
支
え
て
き
た
の
が
イ
シ

グ
ロ
グ
ル
ー
プ
（
石
黒
功
社
長
）
だ
。

農
業
産
地
で
は
、
系
統
農
協
J
A
の
支

配
力
が
圧
倒
的
に
強
い
の
が
普
通
で
あ
る

が
、
渥
美
地
域
で
は
イ
シ
グ
ロ
の
シ
ェ
ア

は
、
農
薬
で
は
5
割
強
、
ハ
ウ
ス
施
設
で

は
6
割
を
占
め
る
。
地
域
農
業
に
対
し
、

系
統
農
協
に
匹
敵
す
る
影
響
力
を
持
っ
て

い
る
。

渥
美
半
島
は
、
か
つ
て
は
イ
モ
と
落
花

生
の
産
地
で
あ
っ
た
が
、
68
年（
昭
和
43

施
設
園
芸
の
先
進
地
域
、
愛
知
県
・
渥
美
半
島
に
拠
点
を
置
く
イ
シ
グ
ロ
グ
ル
ー
プ
は
、
ハ
ウ
ス
や
肥
料
、
農
薬
、

種
苗
な
ど
の
総
合
資
材
メ
ー
カ
ー
と
し
て
地
域
農
業
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
き
た
。
石
油
高
騰
を
は
じ
め
と
す
る
逆

風
が
吹
き
荒
れ
る
現
在
、
転
換
点
を
迎
え
た
同
社
が
描
く
未
来
と
は
？

叶
芳
和
（
評
論
家
・
帝
京
平
成
大
学
教
授
）

コ
ン
サ
ル
型
へ
の
転
換
で

経
営
環
境
変
化
に
対
応
す
る

農
業
資
材
メ
ー
カ
ー

農薬・肥料などの卸販売。IPM（総合防除技術）の普及。 

農業用施設の設計・施工・販売、栽培システムの開発・ 

施工・販売。 

野菜や花き、苗の生産・販売と花き苗の輸入販売。 

一般貨物輸送や産業廃棄物に関わる事業。 

肥料や土壌改良剤の製造・加工販売とそれらの輸出入。 

直営の「くくむガーデン」などを通じた、園芸植物や園芸 

資材、生鮮野菜の販売。 

㈱石黒製薬所 

イシグロ農材㈱ 

イシグロ農材関東㈱ 

イシグロ農芸㈲ 

イシグロ運輸㈱ 

㈱エコサンクス 

［流通小売部門］ 

㈱イシグローイング 

※ 資本金･売上高等は2007年度（㈱イシグローイングを含まない）。　出所：イシグロ農材㈱ 

グループ企業 事業内容 

イシグロ 
グループ 
資本金9870万円 
売上高155億円 
従業員数438人 

表1 イシグログループの概要



いしぐろ・いさお●1952年愛知県
田原市生まれ。77年名古屋市立大
学大学院卒業。現在、イシグロ農
材㈱、㈱石黒製薬所、㈱イシグロ
ーイングの代表取締役社長。（社）愛
知県植物防疫協会副会長、（社）日本
施設園芸協会理事、豊橋商工会議
所副会頭なども務める。「命を育む」
を社是とし、農業生産システムの
提供を通じて、安全性が高く滋養
豊かな農産物生産を支援すること
をイシグログループの活動目標と
している。
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業
資
材
業
者
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
企
業

で
、
全
面
通
水
に
伴
う
渥
美
半
島
の
農
業

の
大
発
展
に
対
応
し
た
も
の
だ
。

同
社
は
、
ガ
ラ
ス
温
室
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
で
競
争
力
を
発
揮
し
た
が
、
産
地
の

中
で
加
工
場
を
持
っ
て
供
給
体
制
を
つ
く

っ
た
の
が
強
み
だ
っ
た
。
70
年
代
に
は
、

工
場
増
設
の
ほ
か
、
地
域
密
着
型
の
営
業

を
展
開
す
る
た
め
次
々
と
営
業
所
を
開
設

し
、
地
域
の
農
業
発
展
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
を
整
備
し
た
。
渥
美
農
業
の
発
展

と
イ
シ
グ
ロ
の
企
業
成
長
は
双
方
向
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
成
長
市
場
は
競
争
も
激
し

い
。
イ
シ
グ
ロ
が
競
争
優
位
に
立
て
た
の

は
、
顧
客
に
密
着
し
た
営
業
展
開
に
徹
し

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
お
客
様
訪
問
を
励
行

し
、「
お
客
様
に
学
び
、
お
客
様
の
声
に

耳
を
傾
け
、
お
客
様
の
身
に
な
っ
て
考
え

た
」。
社
長
自
ら
週
5
日
、
お
客
様
訪
問

を
励
行
し
た
。
価
格
よ
り
も
、
売
っ
た
後

の
フ
ォ
ロ
ー
を
重
視
し
た
よ
う
だ
。

先
代
（
2
代
目
）
の
石
黒
功
三
社
長
は
、

昭
和
50
〜
60
年
代
は
文
字
通
り
週
5
日
訪

問
を
実
践
し
た
。
ト
ッ
プ
の
率
先
垂
範
は

当
然
、
会
社
全
体
の
風
土
に
溶
け
込
ん
で

い
っ
た
。「
お
客
様
第
一
主
義
」
は
今
日

に
至
る
ま
で
、「
社
是
」「
社
訓
」
と
し
て

残
り
、
顧
客
密
着
型
の
営
業
と
な
っ
て
、

同
社
の
成
長
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

同
社
の
も
う
一
つ
の
伝
統
は
、
人
材
育

成
で
あ
る
。
人
材
を
育
成
し
て
新
し
い
仕

事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
る
。
前
向
き
な
人

育
成
と
お
客
様
第
一
主
義
の
営
業
展
開
だ
。

一
方
、
農
業
資
材
業
者
を
取
り
巻
く
経

営
環
境
は
厳
し
い
。
石
油
価
格
高
騰
、
環

境
問
題
、
食
の
安
全
性
な
ど
、
課
題
山
積

み
だ
。
そ
も
そ
も
農
業
資
材
の
顧
客
で
あ

る
農
家
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
イ

シ
グ
ロ
グ
ル
ー
プ
は
新
時
代
の
経
営
戦
略

を
ど
う
描
い
て
い
る
の
か
。

渥
美
半
島
は
、
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋

と
い
う
大
消
費
地
に
近
い
。
加
え
て
、
冬

の
温
暖
、
年
間
日
照
全
国
第
2
位
と
い
う

好
条
件
が
重
な
っ
て
、
全
国
一
の
施
設
園

芸
地
域
に
発
展
し
た
。
イ
シ
グ
ロ
グ
ル
ー

プ
が
農
業
資
材
の
リ
テ
ー
ル
で
全
国
ト
ッ

プ
で
あ
る
の
も
、
全
国
一
の
園
芸
産
地
に

立
地
し
て
い
る
こ
と
が
味
方
し
て
い
る
。

イ
シ
グ
ロ
グ
ル
ー
プ
は
、
農
業
用
ハ
ウ

ス
・
温
室
や
養
液
栽
培
設
備
な
ど
の
農
業

生
産
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
農
薬
、
肥
料
と
い

っ
た
資
材
ま
で
幅
広
く
販
売
し
て
い
る
。

渥
美
半
島
の
農
業
全
体
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
を
供
給
し
て
い
る
と
い
え
よ
う

（
売
上
高
は
農
薬
50
億
円
、
ハ
ウ
ス
50
億

円
、
一
般
農
業
資
材
50
億
円
）。

農
薬
メ
ー
カ
ー
と
し
て
出
発
し
た
同
社

が
、
総
合
資
材
メ
ー
カ
ー
に
発
展
し
た
の

は
豊
川
用
水
の
全
面
通
水
の
2
年
後
、
イ

シ
グ
ロ
農
材
㈱
が
設
立
（
70
年
）
さ
れ
た

頃
か
ら
だ
。
石
黒
製
薬
所
と
渥
美
町
の
農

間
に
は
成
長
し
て
も
ら
う
。
そ
れ
が
会
社

の
発
展
に
つ
な
が
る
と
い
う
考
え
だ
。

イ
シ
グ
ロ
グ
ル
ー
プ
は
以
前
、
農
業
資

材
の
ほ
か
に
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
を
展
開

し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
事
業
を
売
上

高
50
億
円
ま
で
成
長
さ
せ
た
の
は
、
ま
さ

し
く
人
事
の
成
果
で
あ
っ
た
。
中
途
入
社

は
以
前
か
ら
の
社
員
と
う
ま
く
い
か
な
い

こ
と
が
あ
る
。
才
能
は
あ
る
が
馴
染
め
な

か
っ
た
中
途
採
用
者
が
い
た
の
で
、
新
し

い
仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
る
た
め
、
外

の
薬
局
チ
ェ
ー
ン
店
で
修
業
さ
せ
た
。
彼

は
イ
シ
グ
ロ
に
帰
っ
て
き
た
後
に
、
年
商

50
億
円
の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
事
業
を
創
造

し
た
。

農
業
資
材
部
門
で
は
、
3
年
前
、
次
世

代
の
施
設
園
芸
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
作
る

た
め
、
新
し
い
農
業
法
人
「
く
く
む
農
園
」

を
立
ち
上
げ
た
。
企
業
の
農
業
参
入
や
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
が
参
入
す
る
こ
と
に
は
心
配

も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
や
っ
て
み
た
い
と

い
う
人
が
出
て
き
た
の
で
、
本
業
が
順
調

な
う
ち
に
リ
ス
ク
を
負
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
よ
う
と
決
意
し
、
2
億
円
を
投
資
し
た
。

前
向
き
な
人
間
に
は
投
資
す
る
。
イ
シ

グ
ロ
は
、
人
間
へ
の
投
資
、
適
材
適
所
の

人
事
配
置
が
企
業
成
長
の
源
泉
と
い
う
経

営
原
論
を
地
で
行
く
よ
う
な
会
社
だ
。

イ
シ
グ
ロ
の
強
み
は
ハ
ー
ド
の
資
材
販

イシグログループ
代表

売
だ
け
で
は
な
く
、
病
虫
害
の
診
断
や
土

壌
分
析
・
原
水
分
析
な
ど
を
行
な
い
、
栽

培
管
理
を
含
め
て
農
業
経
営
者
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
点
に
も
あ
る
。
技
術
情
報
を

提
供
す
る
た
め
、
イ
シ
グ
ロ
は
自
前
の
試

験
農
場
や
診
断
室
を
持
っ
て
い
る
。

田
原
市
に
あ
る
試
験
農
場
で
は
、
栽
培

方
法
な
ど
各
種
実
験
を
行
な
っ
て
い
る
。

A
棟
で
は
、
ハ
ウ
ス
内
環
境
制
御
の
下

の
土
耕
栽
培
で
、
収
量
を
落
と
す
こ
と
な

く
糖
度
10
度
（
平
均
8
・
5
度
）
の
高
糖

度
ト
マ
ト
を
生
産
し
て
い
た
。
ま
た
、
微

量
要
素
を
投
入
す
る
こ
と
で
、
無
駄
な
肥

料
投
入
を
減
ら
し
て
い
る
。
肥
料
の
3
要

素
、
窒
素
・
リ
ン
酸
・
カ
リ
の
投
与
は
半

減
で
き
る
。

B
棟
で
は
、
袋
培
地
で
土
壌
病
害
を
隔
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離
し
、
ガ
ー
ベ
ラ
の
花
を
3
年
間
連
続
し

て
収
穫
す
る
実
験
を
し
て
い
た
。
袋
培
地

で
土
壌
病
害
を
隔
離
す
る
こ
と
で
、
3
年

連
続
安
定
生
産
が
可
能
に
な
り
、
苗
代
の

節
約
だ
け
で
は
な
く
、
植
え
替
え
労
働
の

節
約
、
単
収
の
3
割
ア
ッ
プ
に
も
な
る
。

E
棟
で
は
、
袋
培
地
栽
培
で
ト
マ
ト
を

栽
培
し
て
い
た
。
夏
場
は
病
害
が
多
い
が
、

袋
培
地
だ
と
簡
単
に
隔
離
で
き
る
。
土
壌

消
毒
の
必
要
も
な
い
。
ま
た
、
セ
ン
サ
ー

を
使
っ
て
、
植
物
が
水
を
本
当
に
欲
し
が

る
と
き
に
自
動
で
供
給
し
て
い
る
。
少
量

高
頻
度
灌
水
で
あ
る
た
め
、
廃
液
を
5
％

以
下
に
制
御
で
き
る
（
通
常
は
2
〜
3
割

廃
液
）。
環
境
に
や
さ
し
い
栽
培
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
オ
ラ
ン
ダ
は
1
0
0
％
リ
サ

イ
ク
ル
で
、
廃
液
ゼ
ロ
で
あ
る
。

培
地
栽
培
シ
ス
テ
ム
は
、
土
壌
病
害
の

回
避
、
肥
料
使
用
の
削
減
、
節
水
な
ど
、

省
エ
ネ
･
低
コ
ス
ト
・
環
境
に
や
さ
し
い

栽
培
方
法
で
あ
る
。
愛
知
県
農
業
試
験
場

の
特
許
で
あ
る
が
、
現
在
、
こ
の
技
術
を

採
用
し
て
い
る
農
家
の
8
割
は
イ
シ
グ
ロ

の
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
い
る
（
導
入
農
家

1
6
0
戸
の
う
ち
1
2
0
戸
）。

農
業
資
材
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
、
経
営

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
第
1
に
、

原
油
高
騰
の
影
響
で
資
材
価
格
が
著
し
く

高
騰
、
一
方
、
農
作
物
の
価
格
引
き
上
げ

は
容
易
で
は
な
く
、
農
家
の
利
潤
圧
縮
が

強
ま
っ
て
い
る
。
第
2
に
、
環
境
や
食
の

安
全
性
か
ら
、
農
薬
･
化
学
肥
料
の
多
投

入
へ
の
批
判
が
強
い
。
第
3
に
、
農
業
資

材
の
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
農
家
の
減
少
だ
。

い
ず
れ
も
農
業
資
材
の
需
要
が
減
る
要

因
、
つ
ま
り
、
売
上
高
の
減
少
要
因
で
あ

る
。
企
業
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
最
大
の
経

営
環
境
の
変
化
だ
。

実
際
、
肥
料
･
農
薬
の
使
用
量
減
少
は

明
瞭
だ
。
図
１
に
示
す
よ
う
に
、
農
薬
の

国
内
向
け
出
荷
量
は
90
年
度
の
51
万
t
か

ら
、
06
年
度
の
27
万
t
へ
大
幅
に
減
っ
た
。

金
額
ベ
ー
ス
で
も
減
っ
て
い
る
（
た
だ
し
、

水
稲
剤
の
減
少
が
大
き
く
、
野
菜
畑
作
剤

の
減
少
は
小
さ
い
）。
化
学
肥
料
の
内
需

も
90
年
度
の
1
8
4
万
t
か
ら
、
06
年
度

の
1
2
7
万
t
に
減
っ
た
。

こ
れ
は
作
付
延
べ
面
積
の
減
少
も
ひ
と

つ
の
要
因
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
ケ

ミ
カ
ル
多
投
入
へ
の
批
判
の
高
ま
り
が
あ

る
。「
減
農
薬
」
の
風
潮
は
そ
の
典
型
だ
。

こ
の
16
年
間
で
、
農
薬
の
使
用
量
は
作
付

面
積
1
ha
当
た
り
95
㎏
か
ら
62
㎏
へ
、

35
％
減
少
し
た
。
化
学
肥
料
は
1
ha
当
た

り
3
4
4
㎏
か
ら
2
9
2
㎏
へ
、
15
％
減

少
し
た
。

筆
者
は
、
こ
の
傾
向
は
一
段
と
大
き
く

な
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
日
本
経
済
の

1
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
原
単
位
は
、
第
1

次
石
油
危
機
後
、
今
日
ま
で
に
33
％
も
低

下
し
た
（
全
ガ
ソ
リ
ン
車
平
均
の
燃
費
効

率
は
10
・
5
㎞
／
r
か
ら
15
・
6
㎞
／
r

へ
、
49
％
向
上
）。
こ
れ
に
比
べ
る
と
、

農
業
分
野
の
肥
料
・
農
薬
の
原
単
位
低
下

は
小
さ
い
。
今
後
、
特
に
こ
れ
ま
で
原
単

位
低
下
の
小
さ
か
っ
た
化
学
肥
料
の
節
約

が
大
き
く
進
む
と
思
わ
れ
る
。

イ
シ
グ
ロ
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
単

な
る
資
材
販
売
か
ら
の
脱
皮
で
あ
る
。
資

材
の
販
売
で
は
な
く
、
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ

ョ
ン
か
ら
利
益
を
上
げ
る
方
向
へ
転
換
す

る
こ
と
で
、
活
路
を
見
い
出
そ
う
と
し
て

い
る
。

イ
シ
グ
ロ
は
土
壌
診
断
、
病
虫
害
診
断

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
い
る
。
特
に
病

虫
害
に
関
し
て
は
地
域
の
農
家
に
信
頼
さ

れ
て
い
る
。
実
際
、
農
家
や
J
A
か
ら
年

間
2
0
0
0
〜
3
0
0
0
件
の
病
虫
害
診

断
の
依
頼
が
あ
る
。
従
来
、
技
術
相
談
は

タ
ダ
だ
っ
た
が
、
診
断
サ
ー
ビ
ス
の
有
料

化
を
検
討
し
て
い
る
。「
コ
ン
サ
ル
料
を

払
っ
て
も
、
イ
シ
グ
ロ
に
相
談
し
た
ほ
う

が
得
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。
実

際
、
微
量
要
素
分
析
は
1
件
1
万
円
だ
が
、

リ
ピ
ー
ト
･
オ
ー
ダ
ー
が
多
い
。
土
壌
が

良
く
な
り
、
収
量
も
ア
ッ
プ
し
、
メ
リ
ッ

ト
が
大
き
い
か
ら
で
す
」（
石
黒
社
長
）。

イ
シ
グ
ロ
は
農
家
7
5
0
0
戸
と
取
引

き
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
I
T
回
路
を
使

っ
た
農
家
の
支
援
シ
ス
テ
ム
を
企
画
し
て

い
る
。
会
員
制
に
し
て
、
土
壌
や
病
虫
害

の
診
断
サ
ー
ビ
ス
を
行
な
う
「
植
物
病
院
」

と
し
て
機
能
さ
せ
る
構
想
だ
。
現
在
、
東

京
大
学
植
物
医
科
学
研
究
室
と
共
同
研
究

を
行
な
い
、
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
、
エ
キ
ス

パ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
構
築
中
で
あ
る
。
大

学
病
院
と
町
の
開
業
医
が
あ
る
よ
う
に
、

イ
シ
グ
ロ
は
開
業
医
と
し
て
の
「
植
物
病

院
」
で
あ
る
。

イ
シ
グ
ロ
は
、〝
脱
資
材
〞
で
、
コ
ン
サ

ル
型
へ
戦
略
的
転
換
を
目
指
し
て
い
る
。

欧
米
型
の
資
材
流
通
業
者
へ
の
転
換
だ
。

ハ
ウ
ス
部
門
で
も
、
原
油
高
騰
の
施
設

園
芸
農
家
へ
の
影
響
は
大
き
い
。
新
設
ハ

ウ
ス
の
需
要
は
こ
の
数
年
で
3
〜
4
割
減

少
し
て
い
る
が
、
石
黒
社
長
の
見
方
で
は
、

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
減
る
。

今
の
重
油
価
格
（
1
r
1
1
7
円
、
前

（出典）農水省『平成18年農業産出額（都道府県、市町村別）』、 
　『愛知県農林水産統計年報』、『田原市統計書』平成18年版 

 

耕地面積 

作付延べ面積 
（耕地利用率） 

総農家数 
（販売農家） 

農業産出額 

 

　　花き 

 

　　野菜 

 

施設面積 
（耕地に占める割合） 

全　　国 

4,671千ha 

4,346 千ha 
（93.0％) 

2,848千戸 
（1,963千戸） 

86,321億円 
 

3,988億円 
 

20,400億円 

 

52.3千ha 
（1.1％） 

田　原　市 

 6,390 ha 

7,180 ha 
（112.4％） 

4,565戸 
（4,007戸） 

724億円 
（第1位） 

354億円 
（第1位） 

183億円 
（第3位） 

886ha 
（13.9％） 

表2 愛知県田原市（渥美半島）の農業指標（2006年）



年
比
2
倍
）
で
は
、
切
り
花
（
バ
ラ
）
な

ど
の
「
高
温
作
物
」
は
1
0
0
％
赤
字
、

「
中
温
作
物
」（
ト
マ
ト
、
大
葉
、
菊
な
ど
）

は
2
年
前
に
比
べ
所
得
半
減
、「
低
温
作

物
」（
イ
チ
ゴ
、
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
）

は
1
〜
2
割
の
所
得
減
少
に
な
る
よ
う

だ
。
重
油
価
格
1
1
5
円
水
準
が
2
年
続

く
と
、
施
設
園
芸
農
家
の
半
分
は
経
営
破

綻
す
る
。
施
設
園
芸
は
、
暖
房
を
単
に
重

油
を
燃
料
と
し
て
栽
培
す
る
手
法
か
ら
の

脱
却
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

イ
シ
グ
ロ
は
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
と
の
併

用
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
暖
房
を
早
期
か

ら
提
案
し
、
重
油
消
費
量
を
削
減
す
る
施

設
園
芸
を
提
唱
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
継

者
が
無
く
、
未
利
用
と
な
っ
た
空
い
た
ハ

ウ
ス
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
、
新
規
就
農
者
や

規
模
拡
大
農
家
に
貸
す
仲
介
・
斡
旋
機
能

を
果
た
し
た
い
と
い
う
。

す
で
に
リ
フ
ォ
ー
ム
に
は
力
を
入
れ
て

49 農業経営者 2008年 11月号

い
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
新
設
ハ
ウ
ス
の

需
要
は
3
〜
4
割
減
少
し
た
が
、
ハ
ウ
ス

部
門
の
売
上
高
は
そ
れ
ほ
ど
減
っ
て
い
な

い
。
昨
年
の
売
上
高
は
5
％
減
少
で
済
ん

で
お
り
、
一
昨
年
は
7
％
の
増
収
だ
っ
た
。

確
か
に
、
土
地
利
用
型
農
業
で
流
動
化

が
重
要
で
あ
っ
た
と
同
様
に
、
施
設
園
芸

地
域
で
も
ハ
ウ
ス
な
ど
を
流
動
化
す
る
発

想
が
必
要
だ
。
し
か
し
、
ハ
ウ
ス
の
流
動

化
（
賃
貸
借
）
事
業
は
か
な
り
難
し
い
の

で
は
な
い
か
と
筆
者
は
見
る
。
渥
美
半
島

は
施
設
園
芸
の
先
進
地
帯
で
あ
り
、
20
〜

30
年
前
の
20
〜
30
a
規
模
の
ハ
ウ
ス
が
分

散
し
て
い
る
。
土
地
利
用
型
農
業
で
分
散

錯
圃
（
農
地
が
分
散
し
、
ほ
か
の
農
地
と

混
在
し
て
い
る
形
態
）
が
競
争
力
を
そ
い

だ
よ
う
に
、
ス
ケ
ー
ル
が
小
さ
い
と
競
争

力
が
な
い
。
い
ま
や
新
興
産
地
の
ハ
ウ
ス

は
1
〜
2
ha
規
模
に
拡
大
し
て
い
る
。
リ

フ
ォ
ー
ム
だ
け
で
は
流
動
化
の
促
進
は
難

し
い
の
で
は
な
い
か
。

規
模
の
利
益
を
享
受
す

る
た
め
、
ハ
ウ
ス
を
一
カ

所
に
集
め
る
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
の
仕
組
み
を
考
案
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地

域
ぐ
る
み
の
ト
ー
タ
ル
･

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要

だ
。
こ
れ
な
く
し
て
、
渥

美
半
島
の
施
設
園
芸
の
競

争
力
維
持
は
な
い
。
ハ
ウ

ス
の
流
動
化
は
、
日
本
で

は
ま
だ
〝
前
人
未
踏
〞
で
あ
り
、
行
政
の

支
援
も
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

イ
シ
グ
ロ
は
、
経
営
環
境
の
大
変
化
を

機
に
、
事
業
全
体
の
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ

ン
グ
（
経
営
構
造
の
再
構
築
）
を
考
え
て

い
る
。
施
設
園
芸
は
石
油
価
格
高
騰
で
ピ

ン
チ
だ
が
、
露
地
農
業
は
チ
ャ
ン
ス
が
訪

れ
て
い
る
。
渥
美
半
島
は
露
地
の
キ
ャ
ベ

ツ
や
ハ
ク
サ
イ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
大
産

地
で
も
あ
る
。
イ
シ
グ
ロ
は
施
設
園
芸
中

心
で
あ
っ
た
が
、
今
後
は
露
地
農
業
も
見

直
す
。

ま
た
、
集
出
荷
事
業
へ
の
進
出
も
検
討

し
て
い
る
。
今
は
農
家
に
資
材
供
給
だ
け

で
あ
る
が
、
法
人
経
営
農
家
の
出
荷
を
イ

シ
グ
ロ
経
由
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

石
黒
社
長
に
も
、
危
機
感
が
あ
る
。

「
温
暖
な
気
候
や
先
人
の
努
力
で
（
渥
美

半
島
は
農
産
物
の
）
日
本
一
の
産
地
に
な

っ
て
い
る
が
、
最
近
、
新
し
い
作
物
が
出

て
こ
な
い
。
2
代
目
の
経
営
者
が
自
分
の

仕
事
に
対
し
て
魅
力
や
誇
り
を
感
じ
て
い

な
い
。
誇
り
と
夢
を
持
っ
て
い
な
い
人
か

ら
は
新
し
い
も
の
は
出
て
こ
な
い
。
原
点

に
戻
っ
て
、
こ
の
産
業
に
従
事
す
る
事
の

誇
り
、
喜
び
を
持
っ
て
欲
し
い
」。

石
黒
社
長
は
先
に
、
農
業
経
営
の
プ
ロ

を
養
成
す
る
た
め
、「
日
本
永
続
農
業
大

学
院
大
学
」
の
設
立
構
想
を
打
ち
出
し
た

（
07
年
2
月
）。
そ
こ
に
は
渥
美
半
島
の
農

業
の
現
実
に
対
す
る
悩
み
と
夢
が
あ
る
。

地
元
の
人
間
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
。
篤

農
家
の
子
弟
だ
け
で
は
な
く
、
他
産
業
の

経
験
を
し
た
人
に
も
入
学
し
て
も
ら
っ

て
、
視
野
の
広
い
、
新
し
い
人
材
を
供
給

し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。
実
践
重
視
の
教

育
を
行
な
い
、
高
度
で
専
門
性
を
持
っ
た

農
業
経
営
者
を
養
成
し
た
い
と
い
う
。
渥

美
の
農
家
は
全
部
大
学
院
卒
に
し
、
農
業

の
ス
テ
ー
タ
ス
を
高
め
た
い
と
い
う
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
公
的
な
目
的
だ
け

で
は
な
い
。
農
家
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
孵
化
）
は
イ
シ
グ
ロ
に
と
っ
て
死
活
問

題
な
の
で
あ
る
。
農
家
減
少
が
続
け
ば
、

資
材
ビ
ジ
ネ
ス
も
縮
小
、
消
滅
の
道
を
歩

ま
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
だ
。

も
う
一
つ
の
新
し
い
動
き
は
、
オ
ラ
ン

ダ
支
所
の
開
設
で
あ
る
。
渥
美
半
島
の
農

業
が
曲
が
り
角
に
あ
る
の
で
、
施
設
園
芸

の
先
進
国
に
ヒ
ン
ト
を
求
め
て
、
情
報
収

集
の
拠
点
を
設
け
た
の
だ
ろ
う
。

「
21
世
紀
の
主
要
な
産
業
は
農
業
と
環
境

と
考
え
て
い
る
。
日
本
の
食
文
化
、
食
に

対
す
る
感
性
は
世
界
か
ら
評
価
さ
れ
て
い

る
。
日
本
こ
そ
食
の
中
心
に
な
る
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
。
日
本
独
自
の
農
業
を
田

原
市
か
ら
発
信
し
て
い
き
た
い
」。

石
黒
社
長
の
夢
で
あ
る
。
し
か
し
、
ま

だ
確
た
る
も
の
が
な
い
の
が
実
際
だ
。
大

学
院
構
想
も
、
オ
ラ
ン
ダ
支
所
開
設
も
、

そ
の
手
立
て
の
模
索
で
あ
る
。

図1 農薬国内出荷と化学肥料（内需）の推移
単位：十億円 単位：千t
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出所：『農薬要覧2007』（日本植物防疫協会）、農水省消費・安全局農
産安全管理課監修『ポケット肥料要覧2007』（農林統計協会）ほか。 
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農薬国内出荷金額（左目盛り） 
 

化学肥料内需（右目盛り） 

農薬国内出荷数量（右目盛り） 


